
平成３０年度第２回 

市民動物園会議 

会   議   録 

日 時：２０１９年１月１５日（火）午後１時開会 

場 所：円 山 動 物 園 内  動 物 園 プ ラ ザ 
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  １．開  会 

○事務局（加藤円山動物園長） 昨年３月にホッキョクグマ館がオープンし、たくさんの

方々にお越しいただいております。今のところ、前年を上回るようなペースです。正月三

が日は１日３，０００人という、たくさんの方々に来ていただいております。今年は、い

よいよゾウ舎がオープンしますし、これからご説明しますビジョン２０５０の策定、その

ほか、４月に動物専門員を採用することによって、動物に携わる全ての職員が一般職にか

わるという大きな転換期になります。引き続き、皆様方にはよろしくお願いいたします。 

 本日は、会議終了後にゾウ舎に移動し、アジアゾウをごらんいただきたいと思いますの

で、お時間のある方は引き続きご出席をお願いいたします。 

 それでは、早速、議事に入ります。 

 以後の進行は金子議長にお願いいたします。 

  ２．議  事 

○金子議長 皆さん、こんにちは。お寒い中、また、足元の悪い中、お集まりいただきま

して、ありがとうございます。 

 ただいまから平成３０年度第２回市民動物園会議を開催いたします。 

 今、園長からお話がありましたとおり、今日は、結構重たいというか、大切な議題が幾

つかありますので、できるだけ集中してコンパクトに行きたいと思います。 

 まず、一つ目の議題は、札幌市円山動物園基本方針「ビジョン２０５０（案）」につい

てです。 

 こちらは、前々回、前回の市民動物園会議からも検討議題として上がっておりましたけ

れども、この市民動物園会議の下部組織といいますか、検討部会において検討を進めてい

ただいていたものです。その後、札幌市の庁内の会議でも協議していただいて、資料にご

ざいますとおり、案として固まってきましたので、この基本方針の概要と今後のスケジュ

ールについて説明をいただきたいと思います。 

○事務局（神経営管理課長） ビジョンの概要を説明する前に、私から、これまでの経過

も含め、説明いたします。 

 資料１－２をごらんください。 

 基本方針のこれまでの経過と今後のスケジュールについてです。 

 まず最初に、これまでの経過です。 

 昨年４月の第１回市民動物園会議において基本方針について説明させていただきました。

その後、動物園内で検討を進め、６月から１０月ぐらいまで、円山動物園は環境局に所属

しておりますが、その中でビジョンについていろいろな検討を重ねてまいりました。その

後、１０月に入りまして、関係部局が入った中での会議を経て、１１月２１日の市長・副

市長会議で内容を説明し、了解が得られました。そして、１２月１１日、札幌市議会の総

務委員会に報告し、審議をいただいております。今日は２回目の市民動物園会議ですが、
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ここでご報告し、いろいろなご意見をいただきたいと思っております。 

 次に、今後のスケジュールについてです。 

 パブリックコメントという、市民の皆様からこのビジョンについていろいろなご意見を

いただく手続になりますが、１月１７日から２月１７日まで、ご意見をいただき、今年３

月下旬までにまとめたいと思っております。 

 今日、各委員の皆様からいただいたご議論につきましても、このパブリックコメントで

いただいた市民の皆様の意見とあわせ、可能な修正をさせていただきたいと思っておりま

すので、忌憚のない意見をいただければと考えております。 

 それでは、概要について高橋調整担当係長から報告させていただきます。 

○事務局（高橋調整担当係長） 私からビジョンの内容についてご説明いたします。 

 概要版の資料１－１①と本書の資料１－１②を用います。 

 まず、資料１－１①のＡ３判の概要版をもとにご説明いたします。 

 左側のはじめにをごらんください。 

 獣医療体制の強化や動物専門員の新設等、円山動物園の人員体制の変化、動物福祉や生

物多様性の保全など、国内外の動物園を取り巻く環境や役割が前基本構想想定時から大き

く変化しているなど、ビジョン２０５０の策定に至った背景についてまとめております。

また、前回、八木委員からお話がありましたが、２０５０年が開園１００年目であること

も盛り込ませていただきました。 

 なお、このビジョン２０５０に基づく具体的な取り組みですが、平成３１年度を初年度

とする計画期間５年の実施計画を策定した上で推進したいと考えております。 

 次に、検討経過についてです。 

 資料１－１②をごらんください。 

 まず、３９ページになります。 

 円山動物園職員プロジェクトで計２１回の検討を重ね、また、ビジョン２０５０検討部

会や市民動物園会議でも検討をいただいてきました。 

 次に、４０ページをごらんください。 

 市民意見の反映に係る取り組みといたしまして、子どもや大人を対象としたワークショ

ップを開催したほか、来園者アンケートや市民意識調査など、市民の意見を広く聴取し、

ビジョンの検討を進めてまいりました。 

 それでは、内容に戻りますので、概要版のＡ３判の資料にお戻りください。 

 第２章の円山動物園が目指す未来についてです。 

 こちらには基本理念とそれに基づく取り組みを記載しております。 

 前回の資料では、保全と教育を基本理念としておりましたけれども、これらは、基本理

念ではなく、取り組みではないかといった意見があったことから、基本理念としては、「命

をつなぎ 未来を想い 心を育む動物園」とし、自然と人が共生する持続可能な社会の実

現に貢献してまいります。また、リ・クリエーションや調査・研究については、前回は別
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立てにしておりましたけれども、こういったものも重要であるとの意見があったことから、

保全と教育、リ・クリエーション、調査・研究を同列の重点項目として整理し、概念図に

ありますとおり、葉も同じ大きさにそろえております。 

 続きまして、右ページをごらんください。 

 基本理念に基づく取り組みです。 

 重点項目である保全と教育について、円山動物園の具体的な取り組みの説明をさせてい

ただきます。 

 いずれも、地球という世界的な視点と、円山周辺、札幌市、北海道といった地域の視点

から整理しております。 

 保全の一つ目である地球規模の保全活動に貢献の具体的な取り組みといたしましては、

左側の段の最初にございますとおり、野生動物の個体群を維持するため、第２の生息地と

して、生息域外保全に取り組んでまいります。例えば、ホッキョクグマなど、本来の生息

地ではない動物を円山動物園で飼育し、それらを育て、ふやし、絶滅を回避する取り組み

を言います。 

 また、飼育する動物の生息地の保全にかかわるため、真ん中の段の一番上にあります生

息地の政府機関や動物園、大学等の研究機関との情報交換を積極的に行ってまいります。 

 次に、保全の二つ目である地域の環境保全環境を活性化する拠点についてですが、動物

園が保存する知識や経験、集客力を生かし、環境保全活動の拡大、活性化に貢献するため、

動物園の立地を生かし、円山エリア全体の生態系の保全に貢献してまいります。 

 また、真ん中の段の３段目にございますとおり、絶滅を回避するため、野生復帰を目指

した希少種の飼育では、例えば、オオワシなど、希少動物を本来の生息地に野生復帰させ

るための飼育などにより、北海道の生物多様性の保全に貢献してまいります。 

 次に、重点項目の二つ目の教育についてです。 

 こちらについても、保全の取り組みと同様に、地球という世界的な視点と地域に分けて

整理しております。 

 まず、教育の一つ目として、動物の飼育展示を通し、多様な野生動物が存在する地球環

境のすばらしさ、そして生態系の重要性を伝えてまいります。また、動物園は、自然と市

民をつなぐ大切な場でして、真ん中の段の上から３段目ですが、市民が野生動物に親近感

を持てるよう、狭いおりに閉じ込められているといった感情が湧かないよう、動物園の空

間をできるだけ生息環境に近い状態で整備するなど、工夫してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、教育の二つ目として、動物園周辺施設や教育施設等と協力し、地域の環境教育の

拠点を目指します。 

 左側の段の最初にあるとおり、生命を実感し、豊かな感性を育んでもらう生きた動物を

展示する博物館としての役割を果たしてまいります。また、右側の段の最初にあるとおり、

学校教育で活用できる教育プログラムを新たに開発してまいります。 
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 続きまして、裏面をごらんください。 

 調査・研究では、大学などの研究機関等と協力して、動物のこと、環境のことを探求し

てまいります。また、真ん中の段の一番上にあるとおり、職員の主体的な調査・研究の企

画、立案、実行を推奨するとともに、新たな人材育成にも力を入れてまいります。 

 次に、リ・クリエーションの取り組みについてです。 

 動物たちの生き生きとした姿を通して元気を回復してもらう場を提供するとともに、職

員のみならず、売店など、動物園にかかわる一人一人がおもてなしの心を持って接するな

ど、より楽しく、心地よい空間づくりに努めてまいります。 

 次に、２の取組の根幹の動物福祉についてです。 

 これまでお話しいたしました保全、教育、調査・研究、リ・クリエーションの取り組み

を進める上でも根幹になる取り組みとして動物福祉を置いております。動物福祉の配慮で

すが、動物福祉は、動物を飼育、展示する者の責務と考えております。動物たちが健康で

栄養状態もよく、安全で野生本来の行動ができるよう、動物福祉に最大限配慮してまいり

ます。 

 また、左側の一番下にあるとおり、大規模災害など、不測の事態においても動物たちが

安全で安心して暮らせるよう、日ごろから備えてまいります。 

 次に、３の連携ですが、保全、教育、調査研究の取り組みは動物園のみでは実施するこ

とはできません。市民や民間団体など、さまざまな人たちと連携・協力し、ともに学び、

ともに考え、ともに成長してまいります。 

 続きまして、右のページをごらんください。 

 基本理念を実現するための基盤ですが、飼育展示していく動物種の考え方、経営基盤、

行動指針の三つの視点から整理いたしました。 

 まず、飼育展示していく動物種の考え方についてです。 

 現在、動物園の展示に当たっては、動物園生まれの動物が前提となっております。動物

たちの健全な発育には、遺伝子の多様性のほか、動物福祉にも十分配慮する必要がありま

す。また、繁殖に長期計画が必要です。このため、今後、飼育、展示していく動物種の方

向性をあらかじめ決めておく必要があります。これまで、円山動物園としてそういった方

向性を明確に示していなかったことから、このビジョンで考え方を整理したいと考えてお

ります。 

 飼育、展示していく動物種の方向性を考える上での観点と分類ですが、飼育、展示する

動物種の方向性を円山動物園で飼育展示する意義、円山動物園で飼育展示していくために

必要な条件の観点から考察し、積極的に繁殖に取り組む種、状況に応じて繁殖に取り組む

種、やむを得ず飼育を断念する種に分類いたします。この考え方に基づきまして、各動物

種を具体的にどの分類に位置づけるかは円山動物園において整理することとし、ビジョン

２０５０の策定後、できるだけ時間を置かずに公表したいと考えております。 

 また、この分類につきましては、飼育スペースや資金、職員の人員等、さまざまな条件
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が前提となりますので、定期的に見直しを行いたいと考えております。 

 次に、経営基盤についてです。 

 経営基盤については、人材、持続可能な経営の考え方、運営への市民参画の推進の三つ

で整理しております。 

 一つ目の人材ですが、獣医療の臨床に適性のある獣医師を継続的に確保できる体制づく

り、長期的視点を持って一貫して動物園の運営を行うことができる環境づくりを目指して

まいります。 

 二つ目の持続可能な経営の考え方ですが、より効率的な動物園運営を行っていくととも

に、入園料の見直しや減免制度のあり方など、受益者負担の適正化の検討を進めてまいり

ます。 

 三つ目の運営への市民参画の推進ですが、保全の取り組みや動物福祉の充実に係る施設

整備など、市民が貢献できる仕組みづくり、また、動物園条例の制定の意義や必要性など

について検討を進めてまいりたいと考えております。 

 最後に、３の行動指針についてです。 

 動物園で働く全てのスタッフが、動物や環境、社会のために自分に何ができるのかを考

え、行動していくための指針をまとめました。 

 以上でビジョン２０５０の概要説明とさせていただきます。 

○事務局（神経営管理課長） １点補足させていただきます。 

 第４章の基本理念を実現するための基盤の一つ目の飼育展示していく動物種の考え方に

ついてです。 

 前回、この会議ではコレクションプランという言い方をしておりました。このコレクシ

ョンプランという言葉は博物館などではよく使われておりますが、動物園で使うと物を集

めているような冷たい印象を与えてしまうという意見があり、基本方針では飼育展示して

いく動物種の考え方としております。 

 なお、具体的にどういったものを繁殖していくのか、繁殖を継続していくのかについて

はこのビジョンができた後に出していきたいと思っており、この基本方針の中ではあくま

でも考え方をお示ししております。 

○金子議長 非常に重みのあるといいますか、かなり多い分量をまとめていただき、本当

にどうもありがとうございました。 

 まとめるに当たっては、先ほどもご紹介しましたけれども、検討部会が中心になって原

案をつくっております。その部会では吉中委員が部会長でしたが、吉中委員から補足する

ことはありますか。 

○吉中委員 今ご説明いただいたので、私から特に補足することはありませんが、検討部

会にかかわらせていただいて、私も大変勉強になりました。 

 動物園会議の後、検討部会を１度行い、その後、札幌市の中で作業をしていただき、こ

のようにまとめていただきました。検討部会では、ある意味、クローズドなといいますか、
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限られたメンバーで細かく見てきましたので、視野がだんだんと狭くなり、検討部会とし

てはわかっているのだけれども、外の人に本当にわかりやすくなっているのだろうかとい

う視点が欠けていたのかなと思います。そこを前回の市民動物園会議でご指摘をいただい

て、さらに市役所の中でもんでいただいて、非常にバランスよくまとまったのではないか

と感謝しております。大変なご苦労をされたと思いますけれども、本当にどうもありがと

うございます。 

 ただ、検討部会の副部会長を務めていただいた福井先生から、獣医診療のあり方につい

て、積極的に向上させていくというようなことを書き込めないかという個別の意見をいた

だいておりますので、ご紹介させていただきたいと思います。 

 具体的に言いますと、３５ページの行動指針のところです。 

 ここには、動物園で働いていらっしゃる方々一人一人がこういうことに気をつけ、心が

け、それぞれが切磋琢磨しながら技術を磨いていこうということが書かれていますけれど

も、それは、一人一人の努力だけに頼るのではなく、制度として、あるいは、動物園とい

いますか、市役所の体制として人材育成をもっと進めていくという書きぶりにできないか

ということです。先ほど動物専門員が配置されるということがありましたけれども、獣医

の方についても、動物園でやるべき獣医活動の研さんを個人個人が高めるとともに、園と

して、技術の伸展というのでしょうか、深化を進めるような仕組みをどこかに書けないだ

ろうかというご意見です。 

 例えば、２２ページの調査・研究の技術を磨くというところに少し書かれているのです

が、獣医について、動物園獣医師は動物園専門員に並ぶ水準を目指すべきだ、さらに、動

物園獣医師は、野生生物の診療という面でもさらに研さんを進め、日本野生動物医学会の

専門医を目指し、それを園や市役所としても支援する仕組みはできないだろうかというよ

うなことです。 

 一人一人の職員の努力を支える体制づくりや仕組みづくり、あるいは、予算確保にさら

に頑張っていただければ、このビジョンがまさに生きたものになっていくのではないかと

私も思っております。 

 大変なご苦労をされ、ここまでまとめていただいたことに感謝申し上げます。 

○金子議長 福井副部会長からのご意見も市民動物園の会議のご意見とあわせて事務局に

お伝えいたします。 

 先ほど神課長から今後のスケジュールについてお話がありましたけれども、この後、１

７日から２月１７日までの３２日間、パブリックコメントということで、市民の皆様から

意見を頂戴することになります。今日もいろいろと議論をさせていただくわけですが、そ

のほかにもございましたら事務局にお寄せいたしまして、パブリックコメントの意見とあ

わせ、市民動物園会議のご意見としてご検討をいただくことになるかと思いますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、２０分ぐらいの時間で基本方針「ビジョン２０５０」についてご検討いただ
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きたいと思いますが、膨大な量ですので、資料１－１の①をメーンに見ていただきたいと

思います。 

 これにはページ数を振っていただいておりまして、はじめにですと本章の９ページです

とありますので、横並びで見ていただければと思います。 

 それでは最初に、表紙の裏の本編の目次をごらんください。 

 これを見ますと、この基本方針自体は５章に分かれていることがわかります。まず、第

１章は、はじめにということで、動物園の歴史や今日の役割、現状と課題、ビジョン２０

５０の策定と位置づけについて記載されております。次に、第２章は、円山動物園が目指

す未来ということで、動物園の基本理念、基本理念に基づく取り組み、取り組みの概念図

となっていまして、こちらがＡ３判の資料１－１①に要約されているわけです。次に、第

３章は、基本理念に基づく取り組みでして、重点項目として、保全、教育、調査・研究、

リ・クリエーション、そして、取組の根幹として動物福祉、連携という３項目が挙がって

おります。次に、第４章は、基本理念を実現するための基盤ということで、飼育展示して

いく動物種の考え方が初めにあります。こちらは、神課長からお話がありましたとおり、

コレクションプランという名前から変え、概要が記載されております。このほか、経営基

盤、行動指針があります。最後に、第５章は検討経過となっております。このような四十

数ページの大作です。 

 では、１章ごとにご意見をいただきたいと思います。 

 資料１－１の①に戻りまして、１ページから１０ページまでのはじめにのところです。 

 概要は、本章の９ページと１０ページです。 

 内容としましては、札幌市まちづくり戦略ビジョンをベースに、札幌市環境基本条例、

第２次札幌市環境基本計画、生物多様性さっぽろビジョン、札幌市環境教育・環境学習基

本方針との整合性をとりながら、円山動物園基本方針を作成したということです。また、

開園から１００年目を迎える２０５０年を目標年次とするということで、２０５０年まで

のかなりの長期のビジョンですよということが記載されているわけですが、いかがでしょ

うか。 

○森田委員 冊子の５ページに書いてあることで、第４章の繁殖の関係と類似しますけれ

ども、今日の動物園に求められているものというところが大事な箇所かなと思います。 

 私も委員になってまだ１年ちょっとですので、素人で本当におこがましいのですけれど

も、今までの動物園は展示、飼育が中心だったと思います。しかし、これからは世界的に

自然環境がかなり厳しくなる中で、動物園にはもっと重要な役割が求められてくるのでは

ないかと思っています。それは、繁殖の関係であります。 

 動物園は展示、飼育が中心であったのではないかと思いますが、これからは動物園も繁

殖に力を入れることが必要ではないかと思っています。なおかつ、来年はオリンピックが

開かれますので、全世界から観光客が来ます。そのため、円山動物園の特色を検討してい

ただいて集客をふやすことも求められると思います。 
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 そういう意味では、５ページの今日の動物園に求められているものというのは市民とし

てもしっかり受けとめなければなりませんし、第４章の寿命や国内外での飼育頭数などを

踏まえた将来的な飼育、繁殖、維持の可能性に結びついていくのではないかと思うのです。 

 ですから、これからは動物園としてもそういうことを考えることが重要だと思いますし、

経営を維持するためのビジョンづくりや専門家になっていく動物園づくりについて、市民

としても協力、協働しながら、かつ、そうしたことがわかりやすいような動物園からの発

信もお願いしたいと思います。 

 これは、大変すばらしく、高度なものですが、全体を見たときに私が感じたのはそこで

あります。 

○金子議長 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○金子議長 先ほど申し忘れましたが、４ページにＳＤＧｓとあります。これは、２０１

５年に国連で採択された持続可能な開発目標ですが、こうした全世界が目指す目標が決め

られたわけです。そこで、動物園の目標や目指す姿についてもＳＤＧｓを考えながら進め

ていきましょうということがかなり強く書いてあります。 

 例えば、１０ページの真ん中辺の持続可能な開発目標については、円山動物園において

も、１７の目標のうち、生物多様性の損失の阻止を目指す「１５陸上資源」を筆頭に云々

とあり、ＳＤＧｓを実現していこうということも一つの大きな柱になっております。 

 続きまして、第２章に移ります。 

 第２章は、円山動物園が目指す未来です。 

 今、森田委員からご指摘のあったことにも関連しますが、高橋係長からお話がありまし

たように、基本理念の中で保全、教育、調査・研究、リ・クリエーションという四つの柱

があり、その根幹に動物福祉を据えたというこみとで、木の絵があるわけです。また、こ

の絵の保全と教育の間にありますが、地球と地域をつないでいくのだというようなことを

基本方針としております。そして、基本理念としては、「命をつなぎ 未来を想い 心を

育む動物園」を挙げております。 

 ここは非常に短く、２ページですが、基本構想の根幹をなすところですので、ぜひご質

問やご意見をお願いしたいと思います。 

○高井副議長 二つあります。 

 一つ目は、１２ページの概念図についてです。 

 ここは、基本理念の重点項目の非常に重要なところなので、キーワードをもう少しきち

んと入れ込んだほうがいいのではないかと思います。 

 具体的には、リ・クリエーションの横にある「関係部局」です。動物園にとっては動物

園の関係部局ということで自明ですが、一般市民としては何かがわからないので、「行政

機関」としたほうがよいのではないかと思います。 
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 それから、調査・研究のところに「民間企業」とありますが、これをリ・クリエーショ

ンの「関係部局」の下に置いて、場合によっては、売店やイベント、広報や交通機関につ

いて、民間企業と行政機関で協力しながらリ・クリエーションをするようにしてはいかが

かと思います。 

 また、動物福祉の下に重要なキーワードとして「生息地」を入れるべきできないかと思

います。 

 それ以外にも、基本理念の重点項目にあるキーワードがあれば、ここにしっかり入れる

ということを提案したいと思います。 

 二つ目は、１５ページから１６ページにかけてです。 

 結論から言うと、１５ページのアと１６ページのイについて、円山動物園ではないとで

きない、よその動物園にはない取り組みを強調したほうがいいのではないかということで

す。 

 具体的には、アの円山動物園周辺の生物多様性の保全にかえて、例えば、都市の環境と

自然環境の保全、あるいは、都市の環境と自然環境の共存などです。円山動物園は、ほか

の動物園と違い、都市にあって、かつ、森があるということを強調するとよいのではない

かと思います。 

 それから、１６ページのイは、北海道・札幌市の生物多様性の保全ではなく、寒冷地の

人間社会と生物多様性としてはどうかということです。上野動物園や天王寺動物園ではな

く、円山動物園なのだ、それは、場合によっては、アメリカ北部やヨーロッパの寒冷地に

おける動物園展示の一つの範を示すのだということを強調するとよいのではないかと思い

ました。 

 第３章についても言ってしまいましたが、以上です。 

○金子議長 今、高井副議長がお話になった概念図がすごく大切で、例えば、パンフレッ

トをつくるときや動物園が市に予算要求するときにこの絵が必ずくっついていくのではな

いかと思います。ここに書いています、この関係ですということで説明されるとわかりや

すいのではないかと思いますので、できるだけキーワードになるものについては具体的に

記載されていればいいなと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○吉中委員 高井副議長が今おっしゃったことはごもっともだと思います。 

 ただ、概念図について、どうすればいいかという解決策はないのですが、「民間企業」

をどこに置くか、「行政機関」をどこに置くかはなかなか悩ましかったところです。リ・

クリエーションにおいて民間企業が活躍していただける場はいっぱいあるのですが、一方

で、調査・研究にも民間の資金やノウハウを活用できますし、保全や教育などでも活躍の

場があるので、どこに置けばいいのかということがあります。 

 また、生息地というキーワードを入れてはいいのではないかというご意見については全

くそのとおりだと思います。ただ、これはむしろ動物福祉より保全に近いところに置いた
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ほうがしっくりくるのかなという気もしております。 

 先ほど、森田委員から、動物園の今後の目指す姿として、飼育、繁殖をしっかりすべき

だという意見がありましたし、一方で生息地の環境保全に動物園としても積極的に取り組

んでいくべきだということがありましたが、この両方をバランスよく推進していくべきだ

と思います。ただ、そういう生息地保全というキーワードがどこかに入ればといいなと思

います。 

○金子議長 「地球」の下に持ってくるというのはいかがでしょうか。事務局でもご検討

いただければと思います。 

 次に、第３章に移ります。 

 第３章は、１３ページから２９ページまでと、かなりボリュームのあるところです。 

 先ほど高井副議長からお話しされたことも踏まえ、ご意見やご質問をお願いできればと

思います。 

○高井副議長 先ほどは、１５ページと１７ページのタイトルを変えて、円山動物園らし

さを出したほうがいいのではないかということです。 

 追加で申し上げると、１４ページ、１５ページ、１６ページのキーワードです。これを

より円山動物園の取り組みを強調するものとし、事例は括弧でくくったほうがいいのでは

ないかということです。 

 例えば、１４ページの「森林伐採による影響」については、「寒冷地エネルギーの工夫

（木材資源の活用）」とするのです。また、１５ページの「円山動物園の周辺環境」につ

いては、「都市と自然の共生（動物園の森）」とし、「ニホンザリガニ」については、「日

本固有種の保全（ニホンザリガニ）」とし、１６ページでは、「北海道の寒冷地野生動物

の復元（オオワシ）」の日本固有のとするのです。つまり、ヒグマのところのようにする

ということですね。 

 今後、円山動物園が売りにしていく、あるいは、よそと違うというキーワードをしっか

りと強調して、後で参照しやすくするといいのではないかと思いました。 

○金子議長 大切な視点かと思います。 

 前回から大きく変わったところは、４本柱にしたことです。 

 概念図について、高橋係長は葉っぱの大きさは同じだと言われましたけれども、字の大

きさはちょっと違いますよね。 

 最初は保全と教育がメーンでしたが、動物園の役割として、調査・研究とリ・クリエー

ションも重要だろうということで入りました。この「リ・クリエーション」も工夫して、

「レクリエーション」とするのではなく、「リ・クリエーション」という言葉で表現し、

単なる楽しみだけではないという意味をこの言葉の中に入れているということです。 

 また、それぞれの柱に取り組みの方針が重点項目として挙がっていることについてはよ

ろしいでしょうか。 

○武田委員 くだらない話かもしれませんが、前回から思っていたことがあります。 



- 11 - 

 これを私や子どもたちが見たとき、外部機関の「国や北海道」や「学校」が丸から少し

飛び出ているのが寂しいというか、薄い感じに見えますので、可能だったら丸の中に入れ

てほしいなということです。 

 また、葉っぱに関係する鳥や虫など、シルエットだけでもいいので入っていると、華や

かで目を引くのかなと思います。 

 たくさんの機関がかかわって動物園を支えているということなのですが、文字が飛び出

ているところを囲ってもらえたらということです。可能だったらお願いします。 

○金子議長 この概念図はとても重要なところだと思いますので、デザイン的なことで少

し工夫ができればと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○高井副議長 些末な話ですが、円山動物園の強みを生かすところとして、２０ページあ

たりに、都心であることを示すため、札幌市の地下鉄の路線図みたいなもの、あるいは、

主な小学校を点で振るなどはいかがでしょうか。 

 というのは、円山動物園は主な小学校から３０分で来られるところにあるのではないか

と思うのです。そんな動物園は全国にもそんなにないわけです。このように、なぜ円山動

物園が教育として全国の中でも重要なのかを示すものを入れるだけで訴求力が違ってくる

と思います。 

 それは、交通機関３０分圏内に小学校４０と入れるのでもいいですし、地図で地下鉄路

線図を出して、こんなど真ん中にあることを示すなどです。あるいは、周りに小学校や中

学校がこれだけある、大学もあるし獣医病院もあるなど、そういうことを示せるといいの

かなと思いました。 

○金子議長 円山らしさをこの中にうまく盛り込んでいただきたいというご意見かと思い

ます。 

 ４本柱のほかに、２５ページから２９ページとなりますが、取り組みの根幹として動物

福祉、連携ということで、項目の二つ目と三つ目がありますけれども、こちらについては

いかがでしょうか。 

 先ほど連携について武田委員からお話がありましたけれども、連携のところがはみ出て

いるということでした。また、国や北海道というところについては連携してやりますとい

う１行があるだけなので、少し寂しいかなという気がしますね。 

 これは、基本計画やこの後に来るいろいろな計画の中で具体的になってくるとは思いま

すけれども、ご意見等があればお願いしたいと思います。 

（「なし」と発言する者あり） 

○金子議長 それでは、もし何かありましたら最後にお願いしたいと思います。 

 続きまして、３０ページから３７ページまでの第４章の基本理念を実現するための基盤

についてでして、飼育展示をしていく動物種の考え方から始まり、経営基盤、行動指針と

あります。 
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 繰り返しになりますけれども、コレクションプランとして具体的に書いていたところで

すが、概要的なものに書き方を変え、どういうふうに考えていくかということについて記

載しておりまして、ここは大分変わったところです。さらに、経営や条例についても記載

されておりますので、ご質問等をお願いできればと思います。 

○事務局（加藤円山動物園長） 補足いたします。 

 動物種の考え方についてです。 

 このビジョン２０５０は２０５０年まで進んでいきますが、その時々の施設整備の状況

や動物の福祉の考え方が変わっていくので、２０５０年まで同じで行くものではありませ

ん。そのため、定期的に見直しをするという意味から具体的な動物の話をするのはやめた

わけでして、決してトーンダウンしたわけではないということです。つまり、年数的な整

理の中で考え方を示しております。 

○金子議長 第４章についてはいかがでしょうか。 

○高井副議長 三つあります。 

 まず、１の飼育展示していく動物種の考え方についてです。 

 吉中委員が最初につくられた案の中で非常によいと思っていたキーワードが今回削られ

ていて、できたらもう一回検討していただけたらと思ったことがあります。一つは生育外

保全で、もう一つは、アンブレラ種、フラッグシップ種です。 

 まず、生息域外についてです。札幌市において、動物種の選び方を考えるとき、市民に

もちゃんと説明すべきだと思いますし、域外でしか保全ができない、あるいは、代替生息

地として動物園を考えなければいけないという新しい概念は説明したほうがわかりやすい

のではないかということです。 

 それから、アンブレラ種とフラッグシップ種についてです。動物園の主な動物はアンブ

レラ種とフラッグシップ種なのだという書き方だったわけですが、円山動物園の現状を考

えると、アムールトラやカバ、ライオン等の高齢動物のアンブレラ種やフラッグシップ種

の後をどうするのかを考えたとき、生物保全や生物多様性の考え方からすると、アンブレ

ラ種だけが重要ではないのだ、これ以外も重要なのだということをどこかに書いておいた

ほうがいいと思うのです。 

 これについては、種のところに書くか、あるいは、２２ページのセンターラボの横、つ

まり、爬虫類でそのようなものでやられているのは何じゃ、これはと市民の人は思うかも

しれないけれども、生物保全のためには、フラッグシップ種やアンブレラ種ではない爬虫

類も繁殖や保全をすることが非常に重要で、だからこそセンターラボが重要なのだという

ことになるわけで、この説明をどこかにと思うのです。私の考えでは、３０ページか、２

２ページのセンターラボの横に置いたほうがいいのではないかということです。 

 二つ目は、様式の問題ですが、３３ページの経営基盤についてです。 

 （１）に「人材」とありますが、「人材と施設」としたほうがいいのではないかという

ことです。というのは、第３段落では施設の話になっていますので、人材の後に施設が出
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てくると内容と見出しが合わないということです。 

 さらに、３６ページの（５）のチームワークを人材の第３段落に入れたほうがいいので

はないかということです。専門員、獣医師でチームワークというふうに経営基盤の人材に

まとめたほうがよいのではないかと思います。 

 最後に、３の行動指針についてですが、第１章の基本理念の６点をもう一回示すように

項目を直したほうがいいのではないかということです。つまり、重点項目の六つの保全、

教育はいいですが、３はリ・クリエーションのことを言っているらしいのですが、そうは

言っていないわけです。そのため、リ・クリエーションのために、あるいは、心地よく過

ごしていくための間に括弧して、リ・クリエーションとするのです。 

 次に、動物福祉はいいのですね。ただ、重点項目のうちの調査・研究と連携が抜けてお

り、チームワークがかわりに入っているのですね。つまり、２の経営基盤の人材のほうに

持っていったほうがいいのではないかと申し上げたのはそれで、かわりに調査・研究でこ

れこれをします、連携でこれこれをしますというものを入れたほうがいいということです。 

 こうすることで、第１章で宣言し、その行動を示すということで、締めくくりとしては

いいのではないかと思います。 

○金子議長 そういうふうにしたほうが流れとしてもわかりやすさとしてもいいかなとい

う気がします。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○土田委員 第４章の飼育展示していく動物種の考え方についてです。 

 今、円山動物園で何種類の動物が飼育、展示されているのか、数字が頭に入っておりま

せんが、今後、２０５０年に向けて種類がどんどんふえていくのか、多いほうがお客様の

観点からするといいのだろうと思いますけれども、動物福祉を重視していくことも非常に

重要な根源として触れていらっしゃるわけです。そういうふうに考えると、余り多くせず、

ある程度絞って工夫して見せていくというか、そうした質の担保について、こういうとこ

ろで表現が可能かどうかをお聞きしたいと思います。 

 また、高井副議長がおっしゃったように、札幌、北海道にある動物園として、ペンギン

やアザラシなど、個人的にはこの円山動物園は充実してもらしさが出るのかなと思います。

雪国の中で動物の生き生きとしたシーンを見せるということですね。というのは、特に冬

場は外国の方も多いので、そういう観点を強調してもいいのかなと思いますが、そこまで

踏み込んで表現しないほうがいいのかどうかをお聞きいたします。 

○事務局（加藤円山動物園長） ちなみに、動物種は約１７０種、９００点です。半分ぐ

らいは、爬虫類など、小さい動物です。 

 次に、具体的には今後どうなっていくかです。 

 多分、種類がふえていくことはないと思います。それはなぜかというと、前のほうにも

ありますけれども、動物園動物は、動物園や水族館の中で繁殖した動物が飼育、展示され

ていきます。日本の中を見ますと、今、それぞれの動物園で飼育、展示している動物が繁
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殖しているかというと、そうではなく、どんどん高齢化していって、今の動物がいなくな

ったら次が入らないという状況で、それはますます厳しくなってきます。 

 今回はたまたまゾウがうまく導入できましたが、いろいろな制約から海外から新しい動

物を入れることは難しくなっています。そこで、動物園や水族館が協力しながら、今いる

動物たちをちゃんと繁殖させ、国内でいかに動物種を維持していくかということになりま

す。ですから、この先、物理的にも少なくなっていくでしょうし、福祉を考え、施設の規

模を広げていくことになると、全部をそのまま維持するのは難しいので、方向性としては

そうなっていくだろうと思います。 

○事務局（小管環境局参与） 今、園長から説明しましたけれども、海外から動物を入れ

るといってもかなりの制約があり、ＥＥＰなんかもありまして、特にヨーロッパからはア

ジアに余り出しません。そうすると、動物園友好国から入れるしかないのです。ですから、

基本は、園長が言ったとおり、国内で展示動物をどう維持するかです。 

 要するに、自然界の種の保存と同時に、動物園の展示動物の保存もしっかり行っていか

なければならないということです。それで、今、日動水協では、そういう考え方から、園

単独で何かをやるのではなく、協会のみんなで協力し、遺伝的な多様性を維持しながら次

の世代へ引き継いでいこうということが取り組まれております。 

 その中、円山動物園のオリジナリティーを出すのはなかなか難しいわけです。そこで、

地域の動物、ここで言えば、ザリガニやオオワシなど、そういうものこそ、円山動物園で

はほかの園館よりも秀でて行っていかなければならないわけで、それ以外の熱帯系展示動

物などに関しては全国の飼育状況に影響されてしまう状況なのです。 

 また、土田委員がおっしゃったように、北方系の動物について力を入れていきしょうか

というのは、この中で議論されるべきかと思います。 

○金子議長 ほかにいかがでしょうか。 

○事務局（加藤円山動物園長） 円山動物園では中本委員のような年代のお客様がすごく

少ないので、ぜひ意見を聞きたいです。 

○中本委員 円山動物園に限らず、動物園は、市民からすると動物を展示している場所と

言う印象が強く、研究などに取り組んでいるというのは、よほど興味がある人ではないと

わからないことだと思います。 

 何の動物を展示するのかという考え方は市民にとって一番興味があるところですが、積

極的に繁殖に取り組む種、状況に応じて繁殖に取り組む種、やむを得ず繁殖を断念する種

に分けられていることはわかったのですが、例えば、ホッキョクグマをどうして展示して

いるのかということがあったと思いますが、何でこの動物なのか、動物園としてどうして

この動物を取り入れ、市民に見てほしかったのかなど、そうした動物種の選び方をされて

いる一面があると思うので、そういうことも書かれているとわかりやすいなと思いました。 

○事務局（加藤円山動物園長） 詳しく説明すると、ここの中では考え方を示します。こ

れに基づいて、どういう動物を積極的に繁殖するか、残念だけれども、将来やめなければ
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いけないというのは次の段階になります。ですから、これが決定になった後に整理し、発

表することになります。そのときには、それはなぜかということをみんなにお伝えするこ

とになります。 

 ほかに全般的にどうですか。 

 一番少ないお客さんの層で、いろいろ聞くチャンスがないものですから。 

○金子議長 どうやったら若い人がやってくるかですね。 

○事務局（加藤円山動物園長） 一般的には、子どもが小さいときには来ていただけるの

ですが、なかなか中間層はなく、またお孫さんができたら来ていただけいているという傾

向があります。そういう数字もなくはありません。 

○森田委員 私も子育てで井之頭や上野などに小さいころに行きましたが、小さいうちに

見せておき、あなたぐらいの年齢になって興味が出る人がいるのです。 

 また、これは極論ではありませんが、目玉の動物がいるかどうかです。これは都会の動

物園の傾向ですが、円山動物園には環境のよさがあるので、それをどんどんＰＲしてもい

いと思うのです。 

 また、世界全体のことを発することにも触れていいのではないかと思います。この間、

ＮＨＫの番組を見ましたが、ああいうものが出てくると、若い人たちも、円山動物園もそ

うして飼育を行っていたのだけれども、これからの地球のことも考えて、繁殖にも取り組

んでいると思えるということです。これからは地球のことを考えてということを市が発信

していけば子どもたちも興味が出てくるし、大学や高校など、教育機関が充実しています

ので、そういうところをターゲットにしてはどうかと思うのです。 

 こういう地道な努力をして、その方たちが大人になり、結婚して、お子さんができたと

きにはほとんどの人が円山動物園に来ます。こういう経営の考え方や施設整備も考えてい

けると思うのです。 

 ですから、魅力のある、夢のあることも一つなのです。一般市民は、飼育員の皆さんも

ご努力していますけれども、楽しくという部分も必要なのです。それも外さないで、今言

ったような動物福祉です。動物福祉は充実していかないと大変なことになりますので、大

変つらいかもしれませんけれども、両方を見ていただければと思います。 

○金子議長 園長からご指摘がありましたが、若者をどういうふうに動物園へ呼んでくる

かは中本委員の宿題ですね。大学の学生をどうやってここに連れてくるか、プロジェクト

をつくって、提案してもらってもいいですね。 

 地域として動物園と隣接するということで、ほかにいかがでしょうか。 

○矢野委員 章にかかわらず、全体的なことを申し上げたいと思います。 

 この間、第１回ニホンザリガニ円山会議があり、本田さんがやられていましたよね。ゾ

ウなど、大型哺乳類に目が行くのですが、新品の冷蔵庫を１台買ってもらえたということ

で、昆虫や爬虫類にも目を向けてもらいたいなと思います。予算は限られていますが、生

物の底辺に位置するものです。ザリガニは何十億年前から棲んでいるそうです。 
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 子どものころ、ホタルやザリガニはどこの河川にもいて、都市化していないときでした

が、ホタルが物すごくきれいだったのです。ザリガニも、ばあさんがとってきて、ゆでて、

食べた記憶があります。真っ赤になるのです。都市化の影響で水質が悪化して、特に車が

ふえて、油が円山川に入ってきたようです。こういうふうにして環境が悪化してきたので

す。 

 ニホンザリガニの第１回会議だったのですが、これからも開いていただいて、特に小学

校や中学校の教材としてはもってこいのものだそうです。 

○金子議長 それでは、時間が大分過ぎてしまいましたので、次に移ります。 

 第５章は、これまでの経過でして、どのように策定されてきたかが書かれております。 

 何かあればお願いしたいと思います。 

（「なし」と発言する者あり） 

○金子議長 それでは、基本方針「ビジョン２０５０」について、市民動物園会議として

意見は出し、審議を了したとさせていただきます。ここでいただきましたさまざまな意見

は事務局にお渡ししますので、ご検討いただいて、パブリックコメントとあわせ、中に入

れていただくことをお願いいたします。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○後山委員 気になったのは元号についてです。 

 これは西暦になっていますが、資料の中では元号だけになっているところがあるのです。

２０５０年となると、あと１回ぐらい元号が変わるのではないかと思いますし、これは今

後も直していくのでしょう。札幌市なので、元号としないといけないとは思うのですけれ

ども、ご検討されたらいいのかなと思います。 

○金子議長 それでは、ほかにいかがでしょうか。 

○高井副議長 先ほど中本委員から話もありましたけれども、売りを出すとしたら、円山

動物園で行っている生態別展示は強調しなくていいですかということです。 

 もしそれをするとしたら、２５ページにある環境エンリッチメントです。恐らく、あえ

て触れていないのでしょうけれども、小管参与がよくご存じの行動展示です。環境エンリ

ッチメントと行動展示はどう違うのか、さらに、円山動物園が行っている生態別展示とど

う違うのかをちょっとでも書いていただくと、円山動物園の独自性を生かすときのキーワ

ードになると思った次第です。 

○事務局（小管環境局参与） 環境エンリッチメントと行動展示はまさに裏表で、環境エ

ンリッチメントを行うことで動物たちの暮らしを充実させていくという面があり、その魅

力的な行動をお客様に見ていただくのが行動展示ということです。 

 ですから、動物を中心に、動物の福祉を考えて、生き生きと暮らしてもらうという手法

が環境エンリッチメントでして、お客さん側から見ると、動物が生き生きと暮らしている

ように見えるということです。ですから、乖離は全くないわけです。 

 つまり、環境エンリッチメントを行うことによってお客様としてさまざまな動物の行動
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パターンが見られ、魅力的な展示につながるというような一言を入れておけば、もしかし

たら理解されるのかもしれません。 

 また、生態系展示についてです。 

 ホッキョクグマはそうですが、ゾウについても、生態系を意識してもらえるような展示

をしていますから、あれも一部では取り入れているわけです。次は北海道のという話をし

ていたかはわかりませんが、北海道の環境に特化した動物群を考えていこうというのはこ

の後に計画を持っていますので、いずれも円山動物園が生態的展示を放棄すると言ってい

るわけではありません。種だけの展示に見えるかもしれませんが、環境に配慮した展示に

なると考えております。○高井副議長 キーワードを入れておくといいですねということ

です。 

○金子議長 それでは、議題１については終了とさせていただきます。 

 続きまして、議題２のゾウの愛称の候補の選定についてです。 

○事務局（寺島飼育総括係長） アジアゾウの命名について説明させていただきます。 

 Ａ４判表裏の資料２をごらんください。 

 １ですが、昨年１１月３０日にミャンマーからアジアゾウ４頭が来園し、現在、トレー

ニングを行っており、今年の春に公開予定となっております。 

 次に、２の個体情報ですが、現地での名前があります。 

 雌の１５歳は、愛称パールモーで、真珠の雨という意味です。雌の２７歳である母ゾウ

は、愛称シュティンヌで、しとやかなという意味です。母ゾウの子である雌の５歳、愛称

はニインスグェソーで、温和という意味です。雄の１０歳、愛称はシーシュエティで、金

という意味です。 

 別添資料として愛称候補募集のカラーのポスターを縮めたものをつけておりますが、１

２月１８日から１月３日木曜日まで公募を行いました結果、１，００３名から３，５４９

という非常にたくさんの数の応募をいただきました。 

 ３には命名する愛称の募集状況についてです。 

 裏面をごらんください。 

 ４の命名する名前候補の選定についてです。 

 ３，５４９というたくさんの候補の中から絞るのは大変でしたが、園長ほか職員４名、

また、円山動物園のボランティアの方にも参加していただき、選定作業を行いました。選

定に当たりましては、呼びやすいこと、今いる円山動物園のほかの個体と重複していない

ことのほか、愛称の意味や込められた思いなどを吟味し、２０セットまで絞りましたが、

この市民動物園会議において、さらに１０セットまで絞り込んでいただけたらと考えてお

ります。 

 名前の細かい候補については後ほど説明いたしますが、ここで円山動物園アジアゾウ愛

称候補一覧という資料をごらんください。 

 ２０セットありますが、こちらからよいと思われるものを１人当たり五つ選んでいただ
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き、投票していただき、その結果をもって最終候補としたいと思っております。 

 考えていただく際に参考までにお伝えしたいことがあります。 

 名前の理由についてもいろいろな思いを書いていただきましたが、ミャンマーでもとも

とついていた名前を尊重したい、大きく変えないでほしいというご意見が２６件ほどあり

ました。一方、ミャンマーでつけられていた名前は登録されていた名前でして、直接、そ

の名前を呼んでトレーニングしていたわけではなく、新たな愛称で呼び、飼育する分には

支障はありませんので、この点も考慮していただき、ご検討いただければと思います。 

 今後、愛称候補が決まりましたら、準備が整い次第、１月下旬から２月中旬までの期間

で園内やマルヤマクラス内に投票箱を設置し、一つに絞りたいと考えております。 

 なお、発表につきましては、ゾウ舎オープン前に命名式を行う予定です。 

 それでは、Ａ３判横の両面の資料について簡単に説明いたします。 

 １と２については、ミャンマーでもともとついていた名前を縮めたもので、先ほど申し

上げた意見に考慮したものとなります。 

 ３から５に関しては、アイヌ語にしたらいいのではないかというもので、すごく意見が

多かったものです。ほかには、レラは風、ルルは海、ウパは雪、ポロは大きい、ミナは笑

う、カイは強い、カントは天空という意味のものがあります。 

 ６から１１までは、何となく和風で、漢字のものです。 

 ６ですが、雅は美しく上品、麗は美しく華やか、姫はかわいらしく元気、煌は輝く皇帝

です。 

 ７は、真珠、優母、姫子、金太です。こちらは、もとの名前の意味を残し、発音がゾウ

に聞き取れるようにというものです。 

 ８は、雅、和、桜子、尊です。これも日本の古風な名前からということと日本人の心に

しみるような音と意味を込めたものです。 

 ９は、鈴、花、蘭、円です。こちらは、もともとの名前からということで考えてくださ

ったものです。蘭はスズランで、花は、花子など、ゾウのよくある名前のイメージです。

円は円山からとったものです。 

 １０は、紬、桜子、葵、大和です。紬は未来に向かってしっかりとしたつながりを大切

にしてほしい、桜子は、桜の国日本ということで、結構多かったところです。葵は太陽に

向かって成長する葵、大和は雄の強くたくましい強いイメージということです。 

 裏面をごらんください。 

 １１は、秋菜、春花、小夏、勇冬です。ちょうど４頭なので、春夏秋冬をそれぞれの名

前に入れたものです。 

 １２から１８までは片仮名、平仮名の名前です。 

 １２は、札幌市にゆかりのある植物で、ポプラ、スズラン、ハルニレ、ライラックから、

ポプラ、スズ、ニレ、ライというものです。 

 １３ですが、ベガとステラは星に由来したものです。サラは姫の意味で、ドミンゴはス
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ペイン語で日曜日という意味です。 

 １４は、のぞみ、みらい、ゆめ、りくです。北海道でゾウに会えるのは道民の夢という

ことのほか、北の大地、明るい未来、夢、希望にちなんだものです。 

 １５は、ゆき、つらら、しずく、りくで、北海道らしさを出した名前です。 

 １６は、ひらり、ゆめ、みらい、しょうたです。ひらりは、花がひらりひらりと舞う花

びらのようにしなやかだから、ゆめは夢を持って生きてほしい、みらいは明るい未来に向

かって、しょうたは大空に羽ばたいていってほしいという意味です。 

 １７は、８歳のお子さんの命名ですが、はなちゃんは長いお鼻、みみーちゃんは耳が大

きい、まるちゃんは円山動物園のアイドルとして元気に長く過ごしてほしい、ミャンくん

は札幌市とミャンマーの友好を願ってという意味があります。 

 １８は、さっちゃん、ぽろちゃん、まるちゃん、やまちゃんで、それぞれ札幌円山の頭

文字をそれぞれとりましたということです。これもお子さんのアイデアではないかと思い

ます。 

 １９と２０は、ミャンマー絡みの名前です。 

 １９のモーモーは、雨という意味があります。パールモーのモーが雨という意味で、そ

れを二つ重ねたものです。ミャンマー人の女性は、同音２文字の名前が多く、二つ重ねる

ことで女性っぽい名前になるそうです。ヌヌも同じで、ヌでしとやか、温和という意味が

あります。ススですが、スはご褒美や望みという意味で、それを重ねています。エーヤは、

仏典での名前のようです。調べてみたところ、お釈迦様の時代に使われていたパーリ語で

川という意味もあるということです。 

 ２０は、ミャンマーは仏教国ですので、寺院の名前をとってつけたもので、チャウンダ

ー、スーレー、シュエ、ボーダーで、パゴダがお寺のことだそうです。 

 このような候補を２０セット挙げさせていただきました。 

○金子議長 それでは、ここから五つ選んで丸をつけていただいて渡すのですね。 

○事務局（寺島飼育総括係長） それを集計し、ホワイトボードに張り出したいと思いま

す。 

○金子議長 それは今日行うのですか。 

○事務局（寺島飼育総括係長） この場で行いたいと思います。 

○金子議長 それでは、書いた方からお渡ししていただければと思います。 

○事務局（加藤円山動物園長） 桜、桜子など、説明と名前が一部違うものについてです。 

 実は、桜や大地という名前がよくあったのですが、動物園に既にいるのです。ですから、

それは違う方の似たような名前を当てておりまして、純粋にお１人の方のアイデアではな

くなっているものもあります。 

○金子議長 これは、命名者には何か出るのですか。 

○事務局（加藤円山動物園長） その名前に決まった場合、両方が命名者になります。 

○金子議長 それでは、五つ選んだ方からお渡ししていただいて、集計していただいてい
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る間に改善勧告についての市民動物園会議からの三つの提言に関する報告についてお願い

します。 

○事務局（小原経営係長） 私から、改善勧告についての市民動物園会議からの三つの提

言に関する結果報告をお話しさせていただきます。 

 資料３をごらんください。 

 平成２７年度のウッチーの死亡事案に基づき、市民動物園会議から大きく三つの改善勧

告についての提言をいただいております。 

 ハード面については、動物園管理センターを通し、市から改善勧告をいただいていたの

ですが、時間がかかるものについては、中期的課題ということで、市民動物園会議からご

提言をいただいております。 

 左側に項目があり、３点ございます。 

 １点目は組織強化のあり方、２点目は人材確保・育成のあり方、３点目は開園時間又は

休園日のあり方です。 

 細かな提言内容については、次の列をごらんください。 

 大きく７点ございます。 

 まず、組織強化のあり方についてですが、獣医療を複合的に担う専門的な組織を新たに

設けるべきであるというものです。これにつきましては、獣医療体制の強化を図るため、

平成２８年度から、獣医師で構成される、当時、課長職１名、係長職１名、一般職３名の

動物診療担当課を新設しております。 

 次に、人材確保・育成のあり方については、４点いただいております。 

 ②の受験資格について、現在の高校卒業以下から高校卒業以上に変更するなど、飼育員

を希望する者に対して、現状より広く門戸を開くべきであるということです。また、③に

ついては、動物飼育員の職を現在の現業職員から一般職員に変更すべきであるということ

です。 

 結果として、平成２９年４月から動物専門員を新設し、受験資格を高校卒業以上といた

しました。 

 動物専門員という新たな職を設置しましたが、この受験資格については、学歴要件は２

件ございまして、大学、高等専門学校、専修学校において、動物に関連する課程、学部、

学科を卒業、修了、もしくは、卒業、修了見込みの者としました。高校を卒業している者

もしくは卒業見込みの者で日本動物園水族館協会加盟の動物園または水族館において２年

以上の飼育業務の職務経験を有する者のいずれかが必要としております。 

 結果、新採用については、２９年度は３名、３０年度は６名、３１年度は、今後のこと

になりますので、予定となりますが、７名を予定しております。 

 続きまして、③ですが、平成２９年４月から動物専門員を配置しております。飼育員は、

当時、現業職員が２０名おりましたが、転任試験合格者は、動物専門員に転任するとさせ

ていただいております。 
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 新採用職員だけでは経験が不足するおそれがありますので、当時いた現業職も、転任試

験を受けることにより、動物飼育員から動物専門員に切りかえております。２８年度から

３０年度にかけ、毎年１回、転任試験を実施しておりますが、その結果、最終合格者は、

２８年度が７名、２９年度が１名、３０年度が３名となっております。 

 この新採用試験と転任試験により、平成３１年４月から、動物の飼育・展示業務につき

ましては全て動物専門員が行うことになります。 

 次に、④の飼育員の増員を検討すべきであるということについてです。 

 動物飼育に従事する職員を、２９年度には３名、３０年度には４名増員しており、増員

分については動物専門員を新たに採用しております。 

 次に、⑤の中長期的な視点に立った人材育成プログラムを整備すべきであるということ

についてです。 

 高い知見の収集や新しい技術の取得、蓄積が行われるよう、園内のみならず、国内外の

他園館での研修実施や学会、研究会への参加などにより、職員の育成を積極的に実施して

おります。具体的には、外部講師や小管参与による動物専門員を対象にした勉強会を定期

的に開催しております。 

 今お話しさせていただいたものは動物専門員を対象にしたものですが、続いて、獣医療

についてです。 

 平成２９年２月に締結した北海道大学大学院獣医学研究科獣医学部との連携協定により

まして、当園の獣医師が同大学の主催の講義に参加するなど、交流を図っております。 

 最後に、開園時間又は休園日のあり方についてでして、２点の提言をいただいておりま

す。 

 ⑥の開園時間についてですが、一定程度の短縮を図るべきである、あわせて、現在の冬

期間、１１月から１月については、より適切な時期に延長するよう見直しを図るべきであ

るということです。 

 ⑦の休園日についてですが、現状に加え、一定程度の増加を図るべきであるということ

です。 

 結果、動物舎の安全点検や職員の情報共有の拡充など、開園準備を万全に整えるため、

平成２８年４月から開園時間の短縮及び休園日の増加をしております。開園時間、休園日

についてはこちらの表に書いているとおりです。 

○金子議長 ウッチーの死亡事案については、大変不幸な事故ではあったのですけれども、

市民動物園会議と動物園が一緒になり、三つの提言を、平成２７年１２月のクリスマスぐ

らいのときに、高井副議長と一緒に市役所に行きまして、秋元市長に手渡しました。この

うち、少しでも改善できればいいなと思いつつ、市役所としてはなかなか難しいこともあ

るのかなと思いながら提言させていただきましたが、動物園の皆さんのご尽力もあり、提

言をほぼ受けていただき、この内容に沿った改善ができたと思っております。この間の動

物園の皆様並びに札幌市の皆様のご努力にはお礼を申し上げたいと思います。 
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 ３年がかかりましたけれども、本件につきましては、この報告をもちまして一段落とさ

せていただきたいと思います。 

 本当にどうもありがとうございました。 

 この件に関して何かございますでしょうか。 

○高井副議長 議長がおっしゃったように、事務局の努力は会議の提案以上に先を行った

と評価しております。 

 質問は、４月からのことです。 

 飼育員の現業職員２０名のうち、１１名が動物専門員に転任され、９名は更新されなか

ったわけですが、非常に抜本的な人材転換で、すばらしいことだと思います。ただ、とい

うことは、この４月からは、２９人だったものからいきなり２０人に減って、プラス新任

７名となると思うのですけれども、大丈夫ですかということです。 

 二つ目は、それに関連したことですが、新年度が非常に重要なのだったら、開園時間と

休園日について、平成３１年度については特別に開園時間を１０時からにしたり、１６時

に終えたり、休園日をふやしたりなど、チームワークを高めたり、研修をする時間を思い

切ってとってみてはいかがでしょうかということです。 

○金子議長 急激にいろいろと変わっていく中で心配事も出てくると思いますが、こちら

は事務局にお預けしたいと思います。 

○事務局（加藤円山動物園長） 数の問題を口頭で説明すると非常にややこしいのですけ

れども、実は、今年の３月末には現業職員８人が転出します。数が合わないではないかと

思われるかもしれませんが、今、もともといた２０人のうち、１０人が現業職員として残

っています。それは、ここにあるように、平成２８年度と２９年度で８人が転任して、３

０年度の春に２人が希望して外に出ております。その１０人のうち、８人が転出するので

す。 

 最終合格者が３人なのにどうして８人が転出するかですが、円山動物園にいる現業職員

だけではなく、過去に円山動物園で働いていたことがあり、今ほかの職場にいる現業職員

も試験の対象になっていて、そこから１名が受かっているのです。ですから、現業職員か

ら転任するのは３人ですが、円山動物園から異動するのが８人ということになります。 

 次に、動物専門員の数はどうかです。 

 ８人が転出します。そして、１人は他の部署からやってきます。７人を採用しますので、

数は同じです。ただ、長く動物園にいた人は半分になってしまうわけです。そこで、どう

うまく引き継ぎしようかと思っているかというと、１月から多目に臨時職員を入れており

ます。最短でも６月まではいられますし、２月からも採用することになるので、７月まで

いることになりますから、４月、５月の人が入れかわる期間は厚目に人員を配置し、引き

継ぎができるようにしていて、今のところはそれで進めていこうと思っております。です

から、副議長から提案があったようなお休みをふやしたり、時間を短縮したりというよう

なことは考えておりません。 



- 23 - 

 ただ、現在も行っていますけれども、大雪が降ったら除雪が間に合わないので、子ども

動物園だけは３０分遅らせるなどは臨機応変に対応しておりますので、動物やお客様の安

全を守るため、日々の様子を見ながら進めていきたいと考えております。 

○金子議長 ほかによろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○金子議長 それでは、アジアゾウのことについてお願いします。 

○事務局（寺島飼育総括係長） ご投票いただきまして、ありがとうございます。 

 結果を申し上げます。 

 ４５票のうち、最多得票は６票のものでした。６票から３票が九つあり、２票入ったも

のが三つありますので、これについては決選投票となります。 

 初めに、受かっているものを申し上げます。 

 まず、２のパール、シュティン、ニャイン、シーシュで、こちらが最多得票の６票です。 

 次に、３のノンノ、レラ、ルル、ウパが５票です。 

 次に、４のノンノ、ポロ、ミナ、カイが４票です。 

 次に、５のノンノ、レラ、ミナ、カントが３票です。 

 次に、９のスズ、ハナ、ラン、マルが４票です。 

 次に、１２のポプラ、スズ、ニレ、ライが４票です。 

 次に、１５のゆき、つらら、しずく、りくが４票です。 

 次に、１７のはなちゃん、みみーちゃん、まるちゃん、ミャクくんが３票です。 

 次に、１９のモーモー、ヌヌ、スス、エーオが４票です。 

 これで九つとなります。 

 残りは２票入ったものですが。 

 まず、１のパール、シュティンヌ、ニャイン、シーシュエティです。 

 次に、１４ののぞみ、みらい、ゆめ、りくです。 

 次に、１８のさっちゃん、ぽろちゃん、まるちゃん、やまちゃんです。 

 もとの名前を残したものの２と１は似ているので、事務局としては違うタイプのものを

入れたいと思っておりまして、皆様がよろしければ、１４と１８での決選投票でいかがか

と思っておりますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（寺島飼育総括係長） それでは、１４と１８で決選投票をいたします。 

 まず、１４がいいと思う方は挙手をお願いいたします。 

（挙手する者あり） 

○事務局（寺島飼育総括係長） 次に、１８がいいと思う方は挙手をお願いいたします。 

（挙手する者あり） 

○事務局（寺島飼育総括係長） それでは、１８を最終候補にしたいと思います。 

 これら１０セットで投票に移りたいと思います。 
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 ご協力いただき、ありがとうございます。 

○金子議長 ありがとうございました。 

 楽しみですね。 

 この後は多数決になるのですか。 

○事務局（寺島飼育総括係長） 一番得票数の多かったものが決まります。 

○金子議長 どこかの駅名みたいに一番下のものからということはないようにお願いしま

す。 

 それでは、議題４の新着動物等についてお願いいたします。 

○事務局（黒川動物診療担当課長） 私から、新着、出産、転出等の動物についてご説明

いたします。 

 資料４をごらん願います。 

 こちらは、昨年の４月から１２月にかけての状況となります。 

 まず、主な転入動物です。 

 昨年６月にキリン１頭を多摩動物園より導入しております。２歳の雄のテンスケになり

ますけれども、順応性が高く、到着時より落ちついた様子でしたので、７月から公開し、

多くの皆様に楽しんでいただいております。 

 次に、命名のところでお話ししてきたところですが、昨年１１月末にアジアゾウ４頭を

ミャンマーより導入しております。雌３頭のうち、２頭が親子関係で、ほか雄１頭です。

現在、環境や生活になれさせるとともに、飼育のための訓練を行っているところでして、

２月下旬から３月上旬に予定している公開、ゾウ舎オープンに向け、調整を進めておりま

す。 

 次に、搬出動物です。 

 １０月にシシオザルの雌のディーチャン９歳を大阪市天王寺動物園に、また、１１月に

はボルネオオラウータンの雄のハヤト８歳を愛媛県立とべ動物園に搬出しております。い

ずれも、今後、転出先で繁殖に取り組む予定でして、新たな場所でたくさんの子孫を残し

てくれることを期待しております。 

 次に、下の表に参りまして、主な死亡動物の状況です。 

 ニホンザルの雌４頭が５月、６月、１１月、１２月にそれぞれ亡くなっておりますが、

このうち、群れの最年長個体のなえ子３３歳を含め、２３歳から３３歳のほぼ寿命と言え

る個体が循環器不全などで亡くなっております。長きにわたりかわいがってくださったこ

とに心から感謝しております。 

 次ですが、１０月、雄同士の闘争により、１０歳のエゾシカ１頭が右後肢を複雑骨折し

ました。発見から直ちに手術を行いましたが、既に衰弱が進んでいたことから、残念なが

ら亡くなっております。 

 続きまして、裏面をごらんください。 

 主な繁殖動物の状況です。 
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 ７月にアフリカゾーンのカバ・ライオン館で飼育しておりますエランドのオペルとぷっ

ちょの間に雄１頭が生まれております。７月末より公開し、９月には、動物園選定の候補

名に対して一般投票を行い、名前をコペルと命名しております。現在、５カ月余りを経過

したところですが、順調に生育しており、角が生えていく様子などを皆様に楽しんでごら

んいただいております。 

 また、１０月にはハダカデバネズミの赤ちゃんが生まれまして、５頭のうちの１頭が育

っております。平成２７年にハダカデバネズミの飼育を開始してから、これまで１０回以

上の出産がありましたけれども、いずれも１週間程度で死亡しておりまして、順調に子ど

もが成長しているのは円山動物園では今回が初めてのことです。 

 群れの中での上下関係が明確になっていないことがうまくいかなかった原因と考えられ

ておりますけれども、女王が定まりましたので、今後は安定した繁殖ができるのではない

かと期待しております。 

○金子議長 こちらについて何かございますでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○金子議長 それでは、本日予定しておりました議事は全て終了いたしました。 

 全体を通して何かございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○金子議長 それでは、これで議事を終了とさせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

  ３．閉  会 

○事務局（加藤円山動物園長） ビジョン２０５０につきましては、先ほどご報告したと

おり、あさってからパブリックコメントをいたします。お知り合いの皆さんにたくさんの

ご意見をいただくようお伝えいただければと思います。また、ゾウの名前はこれから投票

になりますので、こちらもぜひＰＲしていただければと思います。 

 この後、ゾウ舎とゾウの見学になります。私は公務があり参加できませんが、皆様には

参加していただければと思います。ただ、私はゾウをミャンマーに迎えに行き、同じ飛行

機で帰ってきました。そのときのいろいろな話があるので、今度、ぜひ時間をとってお話

をさせていただければと思います。 

 本日は、どうもありがとうございました。 

                                  以  上   


